
「斐伊川水系の減災に係る取組方針」及び
「斐伊川水系中海沿岸の減災に係る取組方針」に基づく

令和２年６月１０日

資料－４

「水防災意識社会 再構築ビジョン」

【説明用】

斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する減災対策協議会

米子市、境港市、松江市、安来市、鳥取県、島根県、
松江地方気象台、国土交通省中国地方整備局

斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会

松江市、出雲市、雲南市、島根県、松江地方気象台、
国土交通省中国地方整備局

進捗状況確認資料



■概ね５年で達成すべき目標

斐伊川治水３点セットの早期完成に向け事業推進を図りつつ、
大規模水害に対し、天井川、連結汽水湖の氾濫特性を踏まえ
たハード・ソフト対策を推進し、「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被
害の最小化」を目指す。

■目標達成に向けた３本柱の取組
目標達成に向け以下の取組を実施。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動
③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策

※大規模水害・・・・・想定最大規模降雨における洪水氾濫による被害
※逃げ遅れ・・・・・立ち退き避難が必要なエリアからの避難が遅れ孤立した状態
※社会経済被害の最小化・・・・・大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開できる状態

減災のための目標 （斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会）
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■概ね５年で達成すべき目標

斐伊川治水３点セットの早期完成に向け事業推進を図りつつ、
大規模水害に対し、中海の氾濫特性を踏まえたハード・ソフト対
策を推進し、「住民の防災意識の向上」、「浸水被害の最小化」
を目指す。

■目標達成に向けた３本柱の取組
目標達成に向け以下の取組を実施。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組
③予測しづらい高潮への対応能力を高める取組

※大規模水害 ・・・ 想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水や高潮氾濫による被害
※防災意識の向上 ・・・ 洪水のみならず高潮や内水への危機察知能力を向上させる
※浸水被害の最小化 ・・・ 大規模水害による浸水被害を軽減し、早期に生活を再開させる

減災のための目標

2

（斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する減災対策協議会）



概ね５年（令和２年度）で実施する取組
斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する

減災対策協議会

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組

■洪水を安全に流すためのハード対策の推進 ■洪水及び高潮に対するハード対策の推進

・堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策）
・正常な流下能力の維持

斐伊川１
(P7・8)

・中海湖岸堤整備 中海１
(P9)

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

・洪水に対しリスクの高い箇所を監視するCCTV等の整備 【斐伊川】
・水害に対しリスクの高い箇所を監視するCCTV等の整備 【中海】

・河川のリアルタイム映像の提供設備の整備及び避難行動等に資する水位予測等の精度向上 共通１
(P10)

・防災情報の周知徹底 中海２
(P11,12)

・防災気象情報の改善 共通２
(P13,14,15

,16)

■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの公表 共通３
(P17)

・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図及び新たに設定
された家屋倒壊等氾濫想定区域に基づく避難計画の見直し

・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づく避難勧告等を発令する範囲の見直し

・洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難計画作成等の支援や
定住外国人等を対象とした避難情報の提供

共通４
(P18,19,20

,21)

3



概ね５年（令和２年度）で実施する取組
斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する

減災対策協議会

・夜間、荒天時における避難勧告等の発令基準の作成・避難誘導体制の検討 ・夜間、荒天時における避難勧告等の発令基準の作成・避難
誘導体制の検討

・斐伊川の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大規模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施
【斐伊川】
・中海沿岸の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大規模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施
【中海】

共通５
(P22,23,

24)

・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを作成し、洪水浸水想定区域内の各戸・事業所へ配付 共通６
(P25,26,

27)

■多様な防災活動を含むタイムラインの作成

・河川管理者、沿川自治体、住民、交通サービス、道路管理者等と連携 したタイムラインの策定 【共通】 共通７
(P28)

・避難勧告に着目したタイムラインに基づく、より実践的な総合水防訓練
（斐伊川水防演習）の実施

斐伊川２
(P29)

■防災教育や防災知識の普及

・天井川である斐伊川本川において、堤防の越水時や決壊時における流水の破壊力に関
するイメージ動画の作成・公開

・尾原ダムの洪水調節や斐伊川放水路の分流など避難の目安となる目標物のリアルタイ
ム映像情報の配信・共有

・「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送の活用促進のための周知 【共通】 共通８
(P30,31)

・小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害 （防災）教育の拡充 【斐伊川】
・小中学校などと連携した中海沿岸の水害の特徴を踏まえた防災教育の普及、充実 【中海】

共通９
(P32,33,
34,35,36)

・住民の水防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用したより実践的な防災教育の実施 【斐伊川】
・住民の水防災意識の向上に資する出前講座等を活用した防災知識の普及 【中海】

共通１０
(P37,38)

・プッシュ型の洪水予報等の情報発信
【平成２９年度から順次実施】 4← 完了

ああああ



概ね５年（令和２年度）で実施する取組
斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する

減災対策協議会

・地域防災リーダーの育成 中海３
(P39,40)

・河川管理に従事している職員の説明能力向上のための研修の
実施

・市長に対し助言を行う者の育成・派遣

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動 ②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び
施設運用の取組

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

・洪水に対しリスクの高い箇所を監視するCCTV等の整備 【斐伊川】
・水害に対しリスクの高い箇所を監視するCCTV等の整備 【中海】

・河川のリアルタイム映像の提供設備の整備及び避難行動等に資する水位予測等の精度向上 【共通】

・防災情報の周知徹底

■水防活動の効率化及び水防体制の強化

・消防団員と兼任する水防団員への連絡体制の再確認と伝達訓練の
実施

・斐伊川本川の重要水防箇所等洪水に対しリスクが高い区間について、消防団員と兼任する水防団員や地域住民が参加する合同点検を実施 【斐伊川】
・中海沿岸の重要水防箇所等洪水に対しリスクが高い区間について、消防団員と兼任する水防団員や地域住民が参加する合同点検を実施 【中海】 共通１１

(P41)

・水防活動の知識習得と技術力向上のため、総合水防訓練（斐伊川水防
演習）と合わせて、水防専門家を講師とした講習会を実施

斐伊川３
(P42)

・備蓄水防資機材情報の共有及び非常時における相互支援方法の確認 【共通】 共通１２
(P43)

再 掲
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概ね５年（令和２年度）で実施する取組
斐伊川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 斐伊川水系中海沿岸の大規模水害に関する

減災対策協議会

■施設運用の確実な実施

・排水施設の操作説明会の実施 中海４
(P44,45)

③長期化する浸水を一日も早く解消するための
排水対策

③予測しづらい高潮への対応能力を高める取組

■排水活動に資する基盤等の整備 ■高潮に対するハード整備の促進

・大橋川改修 斐伊川４
(P46)

・中海湖岸堤整備（再掲）

■排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施

・排水施設の情報共有、排水手法の検討を行い、大規模水害を想
定した 排水計画（案）の作成

斐伊川５
(P47)

・排水計画に基づく排水訓練の実施

■想定最大規模高潮における浸水シミュレーションの
実施・公表等

・想定最大規模高潮における浸水シミュレーションの実施・公表
中海５
(P48)

・高潮の予測・予測手法の検討

6

再 掲



○堤防整備（浸透対策、パイピング対策、流下能力対策）

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■洪水を安全に流すためのハード対策の推進

7

出雲河川事務所斐伊川１

遮水矢板

遮水シート

ドレーン工

川表側からの
浸透抑制

堤体内の
浸潤面を低下

【堤防強化対策工法イメージ】

堤防整備 15.2k 15.8k 堤防整備

①

②

：実施済み

：実施中

：今後実施

船津地区：左岸14.7k～15.3k
（うち200m整備済）

上出西地区：右岸15.5k～17.7k
（うち1,000m整備済）

整備実施箇所及び整備の内容

上出西地区整備状況17.6k付近



○正常な流下能力の維持

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■洪水及び高潮に対するハード対策の推進

8

出雲河川事務所斐伊川１

河川の流下能力を阻害する河川内に繁茂した樹木を伐採します。

平成３０年５月撮影

0k0

2k0

宍道湖

島村港

4k0

灘橋

瑞穂大橋

灘橋左岸上流_樹木伐採前

樹木伐採後

【令和２年度実施箇所】

H31伐採箇所
島村橋

R2伐採予定箇所



○中海湖岸堤整備

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■洪水及び高潮に対するハード対策の推進

9

出雲河川事務所中海１

河川整備計画において、整備箇所と優先順位（短期・短中期・中期）を定め、高潮による浸水被害の防止を図るための堤防整備を実施し、早

期に安全性の向上を図ります。

令和元年度は、短期整備箇所に加え、短中期整備箇所についても湖岸堤整備を実施します。

【R２整備箇所】

貯木場北地区

安来港地区



○河川のリアルタイム映像の提供設備の整備及び避難行動等に資する水位予測等の精度向上

○ 令和元年９月１１日より、災害の切迫感を分かりやすく伝える取組みの一つとして、上流から下流まで連続的に洪水の危険度が分かる「水害リ
スクライン」による水位情報の提供を開始しました。

○ 「水害リスクライン」は、概ね２００ｍ毎の水位の計算結果と堤防高との比較により、左右岸別に上流から下流まで連続的に洪水の危険度を表
示することが可能となります。

○ 自分がいる付近の川の危険度が明確となるので、迫り来る洪水の危険を自分の事こととして認識し、

避難行動をとるきっかけとなることが期待されます。

※計算値により危険度を評価していることから、「水害リスクライン」が示す河川の状況は、実際の状況と異なる場合があります。

水位観測所の水位で代表し

て、一連区間の危険度を表示

左右岸別、上下流連続的に地先ごとの危険度を表示

表示イメージ

「川の防災情報」の表示例

浸水想定区域図

※破堤地点毎の浸水想定区域等が
確認できます。

観測所水位
（ポップアップ）

カメラ画像
（ポップアップ）

●●●
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二次元コード

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

出雲河川事務所共通１

https://frl.river.go.jp

◆水害リスクライン ～洪水危険度の見える化～



境港市①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

○防災情報の周知徹底

中海２ 島根県

講演会や出前講座等の機会を通じて、「しまね
防災メール」などの防災情報の情報収集方法に
ついて周知を行った。

令和元年度の開催状況
・R1.9.21 令和元年度防災安全講演会

（安来市総合文化ホール 聴講者約１７０名）
・R2.1.25  令和元年度防災安全講演会

（島根県民会館大会議室 聴講者約１３０名） 11

写真：安来市



確実な避難につなげる新事業

障がい者向けの避
難⽤品を県で備蓄
例）
• ⼈⼯肛⾨利⽤者向けの仮
設トイレや装備品

• 仮設点字ブロックなど）

「拠点となる避難所」の指定促進

例）
• ペットと同⾏避難できる避
難所

• 障がいの種別に応じた障が
い者
向け避難所

• 初⽇からベッドで寝られる避
難所

（施設整備費⽤の⼀部を県補助）

ハザードの「⾒える化」ツール作成

• ⾝の回りの災害リスクを
正しく知る

• 当事者意識をもち、避
難の意識を⾼める

⾝近な⾵景を使った浸⽔CGなどを作成。

住⺠が⾃ら「避難スイッチ」作成

何をきっかけに避難⾏動をスタートするか⾃分⾃⾝で決めておく取組。

「防災避難対策検討会」で、令和２年度に向けて事業化を⽬指すこととしたもの。

避難スイッチって何？

スイッチ

12

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

中海２ 鳥取県

地域の災害目印 いろんな災害情報



令和元年６月１２日より
〇予報円及び暴風警戒域をより絞り込む改善
〇予報の信頼度をより的確に表現する改善

予報円の半径がこれまでよりも
平均して約20％小さくなった

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

松江地方気象台

○防災気象情報の改善（令和元年度実施）

共通２
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防災気象情報の基礎知識 14

令和元年6月28日13時実施

大雨警報（土砂災害）の「危険度分布」の高解像度化

５kmメッシュ 1kmメッシュ

この高解像度化により住民の避難が必要な範囲をより適確に示すことが可能となり、市町村が避難勧告等を
発令する際の対象地域の絞り込みの判断を支援するとともに、住民の方々に一層の「我が事感」をもって危険
度の高まりを把握いただく等、避難行動の判断を支援します。

⾼解像度化前（5kmメッシュ） ⾼解像度化後（1kmメッシュ）

⾼
危
険
度

低 今後の情報等に留意

極めて危険 【警戒レベル４相当】
⾮常に危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】

⼤⾬警報（⼟砂災害）の危険度分布
（⼟砂災害警戒判定メッシュ情報）

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

○防災気象情報の改善（令和元年度実施）

14

松江地方気象台共通２



○防災気象情報の改善（令和元年度実施）

令和元年１２月２４日より
〇危険度分布とリスク情報を重ね合わせて表示

浸⽔想定区域を
重ね合わせ

ボタンで切替ボタンで切替

⼟砂災害警戒区域等

凡例も
表⽰

⼟砂災害
警戒区域等を
重ね合わせ

表⽰
凡例も
表⽰

ボタンで切替ボタンで切替

 「防災気象情報の伝え方に関する検討会」（事務局：気象庁、国土交通省水管理・国土保全局、
国土交通省砂防部）において、リアルタイムの大雨の危険度と併せ、自分が住んでいる場所の危険性も
同時に確認できるよう、「危険度分布」とリスク情報を重ね合わせて表示する方向性が示された。

 住民の自主的な避難の判断や、市町村のより適切な避難情報の発令につながることを期待。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

共通２ 松江地方気象台
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○防災気象情報の改善（令和元年度実施）

令和２年３月１８日より
〇天気の分布予報及び時系列予報を改善

 分布予報・時系列予報を高解像度化し、予報期間を延長するなどにより、様々な場所における明日までの３時間毎
の天気・気温・３時間降水量・３時間降雪量が、これまで以上に詳しく把握できます。

 リニューアルされた気象庁ホームページから、屋外での活動・イベントの前に新たな分布予報を確認して熱中症対
策に役立てたり、時系列予報を確認して翌日１日分の行動計画を立てるなど、様々にご活用いただけます。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

共通２ 松江地方気象台

16



想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図等の公表（島根県）想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図等の公表（鳥取県）

○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図等の公表（島根県）

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通３

17

島根県

県管理の洪水予報河川及び水位周知河川 ２０河川について、想定最大規模降雨における洪水浸水想
定区域図を作成・公表。
公表した区域図を活用して不動産関連業界団体等へ水害リスク
に関する出前講座を実施。

計 20河川（重複除く）

洪水浸水想定区域図作成対象河川

県 洪水予報河川 3河川

県 水位周知河川 18河川

神戸川

対象河川 関係市町村 公表年次

1 意宇川 松江市 H30.5.25

2 飯梨川 安来市 R01.6.28

3 伯太川 安来市 R01.6.28

4 斐伊川 雲南市 H31.4.26

5 赤川 雲南市 H31.4.26

6 三刀屋川 雲南市 H31.4.26

7 久野川 雲南市 H31.4.26

8 神戸川 出雲市 R02予定

9 静間川 大田市 H31.4.26

10 三瓶川 大田市 H31.4.26

11 敬川 江津市 H31.2.22

12 八戸川 江津市 R01.10.23

13 浜田川 浜田市 R02予定

14 周布川 浜田市 R02予定

15 下府川 浜田市 R02予定

16 三隅川 浜田市 R02予定

17 益田川 益田市 H30.5.25

18 津和野川 津和野町 H30.5.25

19 高津川 吉賀町 H30.5.25

20 八尾川 隠岐の島町 H31.2.22

※ は斐伊川水系（8河川）



○洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設管理者が策定する避難計画
作成等の支援や定住外国人等を対象とした避難情報の提供。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通４ 松江市

要配慮者支援組織合同研修会への参加

【概要】
○日 時：令和２年１月２６日

会 場：生馬公民館
参加者：約７０人

内 容：防災・減災に関する講演
を行った。
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平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

■島根県・しまね国際センターと共催で外国人住民のための防災訓練と災害時外国人サポーター養成研修
を開催

【概要】
月 日：令和元年１２月８日
会 場：安来市役所防災研修棟
内 容：地震体験車試乗・消火訓練・非常食試食会・翻訳訓練・避難所巡回訓練ほか
参加者：希望者約３０名
主 催：島根県・しまね国際センター・安来市

○洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難
計画作成等の支援や定住外国人等を対象とした避難情報の提供

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

19

共通４ 安来市

避難所巡回訓練の様子



■日 時：令和元年10月6日（日）
■会 場：米子コンベンションセンター
■対 象 者：市内の定住外国人
■目 的：市内に就労で定住している外国人を対象に防災講習を行い、災害に対する知識や態度の習得を図った。
■概 要

鳥取県国際交流財団米子事務所と連携し、市内に住む外国人に対して防災講習を実施した。外国人はアメリカ・カナダ・
中国・韓国・ベトナム・フィリピン・タイなど様々であり、日本の地理的要素や市内で起こりうる災害リスク、避難勧告等の重
要性について啓発を行うとともに、ハザードマップの活用方法及び警戒レベルを用いた避難情報についての説明を行った。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

○定住外国人等を対象とした防災講習の実施

20

共通４ 米子市

講習会の様子



■日 時：令和元年１１月１７日（日）
■会 場：境公民館
■対 象 者：市内の外国人
■目 的：市内に在住している外国人を対象にした日本語講習において、防災を取り上げた講習の支援を行い、災害に

対する知識や態度の習得を図った。
■概 要

日本語講座に参加している市内在住の外国人に対し、防災講習を実施する際の支援を行い、市内で起こりうる災害リス
クや避難勧告等の重要性について啓発を行った。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

○定住外国人等を対象とした防災講習の支援

21

共通４ 境港市

講習会の様子



○斐伊川の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大規
模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通５ 松江市

各企業と連携した防災イベントの実施

【概要】
○日 時：令和元年１１月４日

会 場：くにびきメッセ
（松江市環境フェスティバルと共催）

来場者：約８，０００人
内 容：企業による防災関連機器・資材等の展示。

ハザードマップの展示、防災グッズ作成など
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○中海沿岸の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大
規模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通５ 安来市

商工会議所・商工会を通じて会員企業への啓発活動を実施

【概要】
○日 時：平成３１年４月

内 容：安来商工会議所・安来市商工会を通じて、啓発チラシ「水害・土砂災害から自らの命、社員の命を
守るために！」を会員企業へ配布

件 数：安来商工会議所会員 約８００件／安来市商工会会員 約３００件

23



平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

■病院、福祉・介護事業者、民間事業者での出前講座の開催

○斐伊川の水害リスクを踏まえ、商工会議所等と連携した企業向け水害（防災）教育及び大
規模氾濫を想定した自衛水防の講習会や訓練の実施

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨の浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

24

共通５ 雲南市

• R1.7.17 生協しまね雲南地区会員を対象とした防災に関する講座

• R1.7.17 雲南市社会福祉協議会の職員を対象とした防災に関する講座

• R1.11.14 平成記念病院での職員等を対象とした防災に関する講座

• R2.2.15 雲南広域福祉会施設利用者を対象とした防災に関する講座など



• 出雲市防災ハザードマップ • 出前講座等で周知

○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを配布済み(H30
年度）、継続して住民への周知を行った

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通６ 出雲市

平成30年度に全戸配布・ホームページ掲載による周知を行った。
令和元年度も引き続き、出前講座等で周知を実施した。（3月末現在 68回）

浸水想定区域内の地区で出前講座

25



○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを作成し、洪水浸
水想定区域内の各戸・事業所へ配付

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通６ 松江市

令和元年度にハザードマップを修正。防災ガイドブックに掲載し、全戸配布した。

（左）橋北エリア

（右）橋南エリア
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○想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップを作成し、洪水浸
水想定区域内の各戸へ配付

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■想定最大規模降雨における浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等

共通６ 境港市

新たな知見に基づき平成３０年３月に修正・市内全戸配布したハザードマップについて、令
和元年度から公民館・ホームページ掲載及び出前講座により継続した周知を実施中（下図
は、浸水想定区域図）
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令和元年度 斐伊川タイムライン取組み状況

 平成31年3月に斐伊川タイムライン（2019年版）が完成した。

 令和元年度の出水期から運用を開始するにあたり、斐伊川タイムラインの内容の理解・共有、関係機関の顔の見える関係構築を目的として、「斐伊川

タイムライン運用訓練」を令和元年6月に実施した。

 令和元年度における斐伊川イムラインの実運用は４回実施されたが（R元年7月梅雨前線、R元年8月台風10号、R元年8月大雨警報、R元年9月台風17
号）、規模の大きな出水ではなかったため、タイムラインレベルは３までに止まった。

 令和元年12月に斐伊川タイムライン担当者会議を開催し、斐伊川タイムラインの運用に関する振り返りを行った。

斐伊川タイムライン2019版

（平成31年3月完成）

斐伊川タイムライン運用訓練

（令和元年6月実施）

【参加者】

斐伊川タイムライン検討会構

成メンバー計46名

第1回斐伊川タイムライン
運用訓練の開催状況

斐伊川タイムライン実運用

①令和元年7月 梅雨前線

7/18 レベル２移行（立ち上げ）

（大雨警報発令）

7/19 レベル２解除

②令和元年8月 台風10号

8/13 レベル２移行（立ち上げ）

（台風による影響のおそ

れあり）

8/15 レベル２

（暴風警報、大雨警報（土

砂災害）の発令により各

市とも準備体制、警戒態

勢に入る）

8/16 レベル２解除

③令和元年8月 大雨警報発表

8/23 レベル３移行（立ち上げ）

（大雨警報発令）

8/23 レベル３解除

④令和元年9月 台風17号

9/20 レベル1（立ち上げ）

9/20 レベル２

（台風による影響のおそ

れあり）

9/23 レベル２解除

斐伊川タイムライン担当者会

議（令和元年12月実施）

【議事】

・斐伊川タイムラインの運用に

係る振り返り

【主な意見等】

・タイムラインは斐伊川本川水

位などの判断基準に基づき、

順次、立ち上げやレベル移行

を行う

・タイムライン運用上の課題に

ついて振り返りのタイミングを

設定してほしい

・鉄道運行状況や停電状況に

関する情報提供先をタイムラ

インで示していくことで検討し

ていく

・タイムラインで一元化された

情報を得ることができ、テレビ

やラジオでの放送に活用する

ことを検討していきたい

メンバー間での情報共有を円滑に行うため、斐伊川タイムライン

メーリングリストを運用

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■多様な防災活動を含むタイムラインの作成

出雲河川事務所共通７
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○ 令和２年6月7日に国土交通省、島根県、松江市、出雲市、雲南市をはじめとする防災関係機関の参加の

もと、斐伊川水防演習を出雲市武志町地先（斐伊川河川敷公園下流）で実施予定でしたが、コロナウィル
ス拡大防止のため、開催を中止しました。

消防団によるシート張り工

ホットライン演習

災害対策協力会による出雲結い 一般参加による積土のう講習会

出雲河川事務所長

雲南
市長

日 時：令和元年6月2日（日）9:00～12:00
開催場所：雲南市三刀屋町地先（下熊谷大橋上流）

内 容：被害を最小限にとどめるための水防活動において必
要となる代表的な水防工法の習熟を重点に、本番さ
ながらの訓練を行い、また、被災現場での活躍が注
目されている「排水ポンプ車」「照明車」の設営演習を
実施した。

演習工法：月の輪工、シート張り工、木流し・竹流し工、積み土
のう工、改良積み土のう工、釜段工、出雲結い工、洗
掘防止応急対策工、排水ポンプ車・照明車設営他

令和元年度 斐伊川水防演習（雲南市）

【参加機関】

水防演習開会式

洪水から我がまちを守ろう ～平成28年度斐伊川水防演習を開催～①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■多様な防災活動を含むタイムラインの作成

出雲河川事務所斐伊川２

○避難勧告に着目したタイムラインに基づく、より実践的な総合水防訓練
（斐伊川水防演習）の実施について
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出雲市水防団

松江市消防団（水防隊）

雲南市水防団

雲南市消防本部

出雲市

松江市

雲南市

島根県

島根県出雲県土整備事務所

島根県雲南県土整備事務所

気象庁松江地方気象台

国土交通省松江国道事務所

斐伊川水系災害対策協力会

中国地方防災エキスパート島根県内事務局

国土交通省出雲河川事務所

参加人数 約３１０人



○「川の防災情報」や地上デジタル放送のデータ放送の活用促進のための周知

・洪水予報連絡会 令和元年 ６月２１日 松江国道事務所
・出前講座 令和元年 ６月１８日 出雲市 灘分コミュニティセンター

令和元年 ７月２５日 出雲市 大津コミュニティーセンター
令和元年 ８月２５日 出雲市 長浜コミュニティセンター

洪水予報連絡会（松江国道事務所）

地上デジタル放送

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

30

出雲河川事務所共通８

洪水予報連絡会や出前講座において、「川の防災情報」や地上デジタル放送のデー
タ放送の活用促進のための周知を行った。

川の防災情報

出雲河川事務所



①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

雲南市共通８

高齢者に配慮した防災情報の配信（ケーブルテレビデータ放送の利用）

☆避難勧告・避難情報、POTEKAによる気象観測情報の提供（６時間先までの雨量等予測）
のほか、様々な防災情報を配信し、住民主体の避難行動を支援。 31



平成２８年１１月２２日（火） 水害に関しての防災教育を実施

○小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充【斐伊川】
○小中学校などと連携した中海沿岸の水害の特徴を踏まえた防災教育の普及、充実【中海】

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

32

共通９ 安来市

【概要】
○日 時：令和元年９月１２日

会 場：安来市役所防災研修棟
参加者：１年生約３０人
主 催：第二中学校（防災学習）

○日 時：令和元年１１月２１日
会 場：安来市立第三中学校音楽室
参加者：２年生約８０名
主 催：第三中学校（防災学習）

内 容(共通)：過去の災害やハザード
マップの利用方法等学習

安来市

第二中学校防災学習 第三中学校防災学習

【概要】
○日 時：令和２年１月２８日

会 場：朝酌小学校
参加者：４年生約２０人

内 容：防災出前授業
（災害から暮らしを守る）

・松江市の過去の水害の学習
・ハザードマップを活用し、避難所等の確認 など

松江市



境港市①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○防災出前講座や避難所運営ゲーム（HUG）の実施

松江市共通９

令和元年度実施実績7６回

住⺠の防災意識の向上を図るため、依頼の
あった⾃治会、事業所等へ出前講座を実施
している。

自治会等への防災出前講座 PTA、自治会等を対象としたHUGの実施

実施⽇︓令和元年11⽉7⽇（⽊）
対 象︓松江北⾼1年⽣ 約240名

出前講座の様⼦ HUGの様⼦

災害時の避難所運営を想定したHUGを
PTA、⾃治会等各種団体の依頼に応じ、
実施している。

令和元年度実施実績10回

実施⽇︓令和元年6⽉30⽇（⽇）
対 象︓東出雲⾃治連合会役員 約20名

33



34

○斐伊川流域での水防災教育支援について(支援対象：出雲市)

2019.8.8

・防災・河川環境教育に関する取り組みは、これまで出前講座として、行政職員が小学校等に出向き、講義を行ってきましたが、多くの学校で継続的に
実施することが困難でした。

・このため、教材、教員用指導計画、ワークシート等を、教えるプロである学校の教員と共同で作成し、学校教員が行う通常の授業の中で「斐伊川を題
材とした水防災教育」を行えるプログラムを作成しました。

◆斐伊川流域の防災教育資料を活用した試行授業を実施しました

・対象クラス：出雲市立国富小学校4年生（28名）

・対象教科単元：単元「くらしを守る」＞小単元「風水害からくらしを守る」（計4時限）

・授業実施時期：令和元年7月1日、2日、4日、8日（※公開授業）

▼写真、イラスト等の資料 ▼ワークシート

▼映像教材

◆試行授業概要 ◆地域性を反映した教材（一部）

○小中学校などと連携した斐伊川水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の拡充【斐伊川】

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

共通９ 出雲市・出雲河川事務所

試行授業の様子（7月8日 4時限目）



境港市①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○小中学校、保育所などと連携した地域の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）知識の普及

島根県

35

共通９

実施⽇︓令和元年8⽉28⽇（⽔）、11⽉12⽇（⽕）
対 象︓平⽥保育所３〜５歳児 １３０名 ほか１施設

【出前講座の内容】
〇紙芝居「台⾵がくるぞ」

〇スライド「洪⽔から命を守るために気を付けること」
避難するときの合⾔葉「お・は・し・も」について

河川沿いに立地する保育園への出前講座 中学生と保護者を対象とした出前講座

実施⽇︓令和元年10⽉20⽇（⽇）
対 象︓奥出雲町⽴横⽥中学校３年⽣と保護者 約60名

出前講座の様⼦ 出前講座の様⼦

【出前講座の内容】
〇⼤⾬による災害について 〜⼤⾬の基礎知識〜

〇災害から⾝を守るために 〜防災情報の⼊⼿・ハザードマップの活⽤〜



■日 時：令和元年9月21日（土）～9月22日（日）
■会 場：福米西小学校体育館
■対 象 者：福米中学校区の小中学生
■目 的：小中学生に防災体験を経験させることで、地域防災について考えるきっかけを作るため。また、保護者や地域

の住民の防災意識の向上を図るため。
■概 要

福米中学校区のＰＴＡやおやじの会、ＯＢなどと連携し、小中学生を対象に避難所体験や防災学習を行った。

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○小中学生を対象とした防災キャンプの実施

36

共通９ 米子市

防災知識啓発 身近なもので防災グッズ作成 段ボールベッド体験



・防災円卓会議の開催
・防災出前講座の開催

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

共通１０ 雲南市

・地域自主組織（３０組織）を対象とした防災円卓会議の開催（６会場）

市内６町ごとに「自主防災組織と自治体の連携について」をテーマに地
域と行政の連携や避難所運営について意見交換をおこなった。

○住民の水防災意識の向上に資するイメージ動画等のツールを活用した より実践的な
防災教育の実施 【斐伊川】 】

雲南市

37

・防災に関する出前講座の開催（令和元年度実績：28会場）
防災訓練・HUG・DIG訓練や学校・子供向け・高齢者サロン・外国人を対象とした出前講座など



○住民の水防災意識の向上に資する出前講座等を活用した防災知識の普及

～支え愛マップづくりの実施（境港市幸神町）～

■日 時 令和元年9月23日（月・祝）13時～16時15分
ほか3日間

■場 所 幸神町会館
■参加者 幸神町自治会長ほか５０名、境港市社会福祉

協議会、日野ボランティア・ネットワーク、境港
市、鳥取県社会福祉協議会、鳥取県

■当日の概要
・プチ講座（講師は日野ボランティア・ネットワーク）
・まち歩き
・支え愛マップづくり（参加者による避難体制の構築）
・振り返り（支援機関からの講評）

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

38

共通１０ 鳥取県



地域防災リーダーの育成（安来市）①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○地域防災リーダーの育成

39

中海３ 島根県・松江市

ワークショップ ワークショップ

【令和元年度実績】
１．日 時 令和元年 １１月２日(土)１０：００～１５：００
２．場 所 江津市地場産業振興センター

AM：３階展示ホール兼大会議
PM：２階202～204研修室 （江津市嘉久志町イ405）

３．内容 AM：基調講演、地域での取組報告
PM：ワークショップ 「地域防災力の向上を図るには」

４．WS講師 跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部
鍵屋 一 教授

５．WS参加者 28名

島根県

松江市自主防災リーダー研修会
１．日 時 令和元年１１月４日（月）１３：００～１４：４５
２．場 所 くにびきメッセ６０１大会議室
３．内 容 （１）研修：「防災ガイドブックについて」

（２）講演：「地域防災力向上に向けて」
講師：尾道市則末町内自主防災会

副会長 毎田 俊輔氏
４．参加者 約１２０名

◆防災士の資格取得を支援

防災士の資格取得に係る経費を全額補助（受講料など）

＜資格取得実績＞

令和元年度 14人取得

松江市



地域防災リーダーの育成（安来市）①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組
■防災教育や防災知識の普及

○地域防災リーダーの育成

中海３ 境港市

◆防災士の資格取得を支援

防災士の資格取得に係る経費を全額補助（受講料など）

＜資格取得実績＞

平成29年度 １０人 平成26年度 ２人

平成30年度 ９人 平成27年度 ３人

令和元年度 １１人 平成28年度 １０人
『自主防災組織活動発表会』の状況

境港市

◆小学校教育研究会学校事務部会及び中学校教育

振興会学校事務部会職員に対する防災教育

＜講習等内容＞

・ 災害発生時における児童・生徒の安全確保

・ 常日頃からできる防災対策等

・ 段ボールベッド等組み立て

境港市
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中海の重要水防箇所を地域住民等と合同点検(視察)

令和元年度

■ 洪水に対しリスクの高い区間である重要水防箇所を点検（視察）

■ 各市毎にマイクロバスで移動し、現地において重要水防箇所を確認

■ 現地にて重要水防箇所の評定基準等の説明

※令和2年度はコロナウィルス拡大防止のため、実施方法を調整します。

【令和２度年】
重要水防箇所の合同点検(視察)
開催日：令和２年６月～7月上旬の実施を予定

米子市（R1年7月4日）

松江市（ R1年6月25日）

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動の実施（斐伊川）
②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組（中海）
■水防活動の効率化及び水防体制の強化

○斐伊川本川（中海沿岸）の重要水防箇所等洪水に対しリスクが高い区間について、県、市の
担当者や災害応急対策活動等に関する基本協定締結業者等が参加する合同点検につい

て実施方法を検討中

出雲河川事務所共通１１

今年度も、今後、出水期に向けて調整を行います。
ご協力をお願いします。

41



洪水から我がまちを守ろう ～平成28年度斐伊川水防演習を開催～

水防専門家による水防工法の指導

竹流し工

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動の実施
■水防活動の効率化及び水防体制の強化

○水防活動の知識習得と技術力向上のため、総合水防訓練（斐伊川水防演習）と合わせて、
水防専門家を講師とした講習会を実施 今年度も斐伊川水防演習と合わせて実施予定でし
たがコロナウィルス拡大防止のため開催を中止しました。

令和元年度は、6月2日（日曜日）に雲南市三刀屋町下熊谷地先の斐伊川高水敷にて開催。

ロープワーク

月の輪工釜段工

積み土のう工

シート張り工

出雲河川事務所斐伊川３
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備蓄水防資機材情報の共有及び相互支援方法の確認

■水防管理団体等と河川管理者との間において水防に必要な情報の交換を行い、洪水時等における協力体制の強化

を図ることを目的として、『斐伊川水系水防連絡会』を開催

（※コロナウィルス拡大防止のため書面による意見交換のみ実施）。

■関係機関の備蓄水防資機材の整備状況、出雲河川事務所の災害対策用機械の保有状況及び支援要請方法等を確認

■関係機関の水防連絡体制（系統）を確認。

■水防団の知識・技能向上に向け水防専門家派遣制度等を紹介。

【令和元年度】
斐伊川水系水防連絡会
開催日：令和元年６月２０日（木）
会 場：松江国道事務所 大会議室
参加者：国、鳥取県、島根県、境港市、米子市、安来市、松江市、出雲市、雲南市等の担当者

○備蓄水防資機材情報の共有及び非常時における相互支援方法の確認

②天井川や湖沼の氾濫特性に応じた効果的な水防活動の実施（斐伊川）
②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組（中海）
■水防活動の効率化及び水防体制の強化

43

出雲河川事務所共通１２



中海の重要水防箇所を地域住民等と合同点検(視察)②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組
■施設運用の確実な実施

○排水施設の操作説明会の実施

出雲河川事務所中海４

○講習会実施日

6月16日 米子市、松江市(本庄ブロック)
6月19日 安来市、松江市(東出雲ブロック)
6月22日 出雲市
6月23日 境港市、松江市(朝酌ブロック)
※松江市は広域であるため、ブロックに分けて実施

 令和２年６月１６日～２３日にかけて、各市毎に操作委託を行っている操作員及び市の担当職員を対象に講習会を
実施する予定。

 講習会は、出水期前に水位等の情報入手方法、操作要領の把握、適切な施設操作及び点検を行うこと等を目的とし、
座学と現地における操作及び点検方法の説明を実施する予定。

○講習会の説明内容

・排水門操作に関する留意事項
・水位情報等の入手方法
（電話応答、地デジデータ放送、川の防災情
報、潮位予測情報等）

・操作要領（操作水位）の確認
・適切な操作及び点検方法について
・不具合が発生した場合の対処方法
・操作記録簿の作成方法

（昨年度の状況） （昨年度の状況）

（昨年度の状況） （昨年度の状況）
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中海の重要水防箇所を地域住民等と合同点検(視察)②中海の浸水特性に応じた効果的な水防活動及び施設運用の取組
■施設運用の確実な実施

○出水対応に備えて、「排水ポンプ車講習会」の実施

45

鳥取県中海４

◆排水ポンプ車講習会◆

日 時 ： 令和元年５月２３日（木）
場 所 ： 日野川河川敷（米子市古豊千）
対 象 者 ： 米子県土職員 約２０名
講習概要： 技術員による排水ポンプ車操作を見学、その後に実操作訓練を実施。

※今年も５月２７日に実施しました。

実施状況



○大橋川改修

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策
■排水活動に資する基盤等の整備
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出雲河川事務所斐伊川４

下流拡幅部の用地交渉、堤防整備の促進、平成18年豪雨により浸水した地区の堤防整備を

促進させ、早期に安全性の向上を図ります。

令和元年度は、下記地区における築堤護岸、水門、排水機場、用地補償等を実施します。

H18.7浸水状況：東本町（松江市）



○排水作業準備計画を作成し周知する予定です。

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策
■排水計画(案)の作成及び排水訓練の実施
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出雲河川事務所斐伊川５

排水ポンプ車等の設置箇所（写真・図面）排水ポンプ車等の待機場所・排水箇所までの進入ルート（写真・図面）

役場等の重要施設、上下水道等のインフラ施設の位置図

斐伊川
排水作業準備計画

（○○ブロック）

令和２年3月

収集・整理した資料、検
討結果をとりまとめ、排
水作業準備計画とする

アウトプットイメージ

排水作業準備計画に基づく
合同訓練を実施。



○想定最大規模高潮における浸水シミュレーションの実施・公表
○高潮の予測・予測手法の検討

③予測しづらい高潮への対応能力を高める取組
■想定最大規模高潮における浸水シミュレーションの実施・公表等

出雲河川事務所中海５

・ 「高潮浸水想定区域図作成の手引き （H27.7）」を参考に、中海における高潮シミュレーションを
実施中。

×：境潮位偏差最大時の台風中心位置
○：境気圧最低時の台風中心位置

台風コースの選定

高潮推算

(m/s)

中海モデルによる風場の再現状況
(平成15年台風による再現検証）

台風通過後の風場の状況が
再現できていることを確認
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